
寒冷地
特性

［分野］
　　　　技術番
号

個別技術の項目　　 ページ

[河川]

2 　・航空レーザ測量を活用したダム流域の積雪状況の推定 26

[道路]

19 　・道路吹雪対策マニュアルの改訂 27

31 　・北海道の地域特性を考慮した雪崩対策の資料(案)の作成 28

38 　・路側式道路案内標識 29

40 　・吹き止め式防雪柵（高盛土･広幅員に対応した新型防雪柵） 30

[港湾、空港]

168 　・防除雪氷作業専用エプロン（デイアイシングエプロン）の設置 31

 [機械]

241 　・多機能型ロータリ除雪車の開発 32

242 　・横断歩道部の間口処理機械の開発 33

254 　・除雪機械マネジメントシステムの開発 34

[河川]

3 　・寒冷地に適応した河畔林管理に関する研究 35

4 　・結氷河川の流量推定手法 36

5 　・氷板厚計算式 37

6 　・結氷時の塩水遡上の現象解明と流量観測手法 38

[道路]

53 　・凍上抑制層の基準 39

66 　・積雪寒冷地における再生骨材コンクリートに関する研究 40

77 　・表面含浸材によるコンクリートの耐久性向上技術 41

79 　・環境に配慮したトンネル断熱材の新素材化 42

81 　・改質セメントによるコンクリートの高耐久化技術 43

84 　・積雪寒冷地におけるＲＣ床版の損傷対策技術に関する研究 44

89 　・冬期路面管理支援システム 45

90 　・冬期路面すべり抵抗モニタリングシステム 46

91 　・積雪寒冷地における中温化舗装技術への取り組み 47

[港湾、空港]

174 　・寒冷海域における摩擦増大マットの適用技術の開発 48

[水産]

195 　・流氷の流入から養殖施設を守るアイスブーム 49

[農業]

205 　・寒地農業用水路の補修におけるFRPM板ライニング工法 50

207 　・農業用水利施設の補修・改修計画技術に関する研究 51

 [機械]

255
　・低温積雪時に発生する出水災害の影響分析と対策技術に関する検討
　　(排水ポンプ設置支援装置の開発)

52

　寒地開発技術のうち、５５の個別の技術について、適用事例などを写真や図を用
いて説明した資料を掲載しています。

第３章 寒地開発技術の個別技術資料

氷
（寒さ）

雪
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第３章 寒地開発技術の個別技術資料

[道路]

93 　・泥炭性軟弱地盤対策マニュアルの改訂 53

107 　・砕石とセメントを用いた高強度・低コスト地盤改良技術 54

108 　・複合地盤杭基礎 55

[農業]

210 　・泥炭農地におけるホタテ貝殻暗渠工法 56

[河川]

11 　・流出解析手法（星モデル） 57

12 　・河川津波における遡上距離・遡上髙の推定方法 58

17 　・急勾配河川の堰堤工作物に設置された魚道流入口上流部の土砂堆積防止に関する技術 59

[道路]

120 　・衝撃加速度試験装置による盛土の品質管理技術 60

131 　・透光防波柵 61

141 　・杭付落石防護擁壁工 62

143 　・複合構造横断函渠工 63

144 　・緩衝型のワイヤーロープ式防護柵 64

147 　・吹付けコンクリート補修・補強（スマートショット） 65

148 　・機能性SMA 66

149 　・ランブルストリップス 67

153 　・短繊維混入コンクリート（スマートコンクリート） 68

154 　・岩盤・斜面崩壊の評価・点検の高度化に関する技術 69

163 　・北海道地区道路情報提供 70

[港湾、空港]

181 　・捨石投入作業支援装置の開発 71

[水産]

199 　・自然調和型漁港整備 72

[農業]

217
　・積雪寒冷地における農業水利施設の凍害診断等に係る技術開発への
　　取り組み・技術指導の強化

73

218 　・大規模農地から河川への環境負荷流出抑制技術の開発 74

221 　・強酸性法面の中和緑化工法 75

234 　・バイオガスプラント運転シミュレーションプログラム 76

237 　・共同型バイオガスプラントを核とした地域バイオマスの循環利用システムの開発 77

 [機械]

256 　・多機能型災害対策車の開発 78

263 　・低温下における建設施工の環境負荷低減に関する検討 79

[営繕]

265 　・外断熱建物に関する性能基準 80

その他

汚泥性
軟　弱
地　盤
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(m) =
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道路吹雪対策マニュアルの改訂

技術 概要

積雪寒冷地において、視程障害緩和や吹きだまり防
止を目的とした道路吹雪対策は重要な課題の一つです。

｢道路吹雪対策マニュアル｣(平成2年初版､平成15年
改訂版発刊)は、防雪林や防雪柵などの道路吹雪対策の
技術書として広く活用されてきました。

技術の概要

技術書 広く活用され きま た。
しかし、前回の改訂以降、吹雪対策の技術の発展や

新たな知見が得られたほか、関連する要領が改訂され、
利用者からの改善要望も寄せられていました。

そこで、寒地土木研究所では、新しい知見を盛り込
んだ改訂版を平成23年3月に発刊しました。

改訂にあたっては、設計・施工・管理の実務担当者
へのアンケ ト調査や 当研究所に寄せられた技術相

吹雪による視程障害の発生事例

へのアンケート調査や、当研究所に寄せられた技術相
談の中から改訂項目を抽出しました。また､｢吹雪時を
考慮した視線誘導施設マニュアル(案)｣を統合し、1冊
で吹雪対策全般を網羅できる構成としました。その上
で、吹雪対策に造詣の深い有識者で構成する検討会を
設け、技術的内容の精査と充実を図りました。

〔主な改訂点〕

防雪柵防雪林

〔主な改訂点〕

・吹雪対策施設選定表の掲載
・簡易な植栽木の生育判定の掲載
・管理用道路の設置についての記載 など

適用の効果

安全性向上
新しい「道路吹雪
対策マニュアル」

ダウンロードページ

• 北海道開発局が整備する一般的な道路の吹雪対策施設に適用

適用条件

• 吹雪による吹きだまり防止や視程障害緩和
吹雪対策施設の計画、設計、施工、維持管理を行うにあたり、業務の簡素化、設計思想の統一、設計
内容の向上を図るため、技術基準等を示し基本的考え方を解説しています。

安全性向上 対策マニュアル」

北海道開発局が整備する 般的な道路の吹雪対策施設に適用

• 特殊な気象、地形、環境等の条件にあって、適用が適当でないと判断される場合は、別途検討

適用上の留意点

• 平成15年8月から当研究所HP上で公開

適用実績 （導入時期）

• 2004年度日本雪氷学会技術賞

表彰等

平成15年8月から当研究所HP上で公開
（平成15年改訂版：ダウンロード数は3万件超）

• 新改訂版は平成23年3月に公開、ダウンロード数は
平成25年12月末時点で約2万4千件、道外からも利用有 → http://www2.ceri.go.jp/fubuki_manual/

2004年度日本雪氷学会技術賞
（平成15年改訂版）

問合せ先 （独）土木研究所 寒地土木研究所
寒地道路研究グループ 雪氷チーム Tel. 011-841-1746

http://www2.ceri.go.jp/jpn/bousai/index.htm
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吹き止め式防雪柵

高盛土・広幅員に対応した新型防雪柵

吹雪危険地域の高盛土・広幅員道路において、視程
障害対策に供する新型防雪柵です。
上部にメッシュパネルを設けた大型の吹き止め柵で
防風・防雪範囲が従来型よりも広く得られるので、高
規格道路や多車線道路に最適となっています。

技術の概要

適用の効果

安全性向上

新 型 防 雪 柵

・吹雪による視程障害が発生する地域に適用
高盛土 広幅員を有する道路において 防雪対策が必要な区間

適用条件

視程改善率の向上（標準タイプ比2.5倍）

・高盛土・広幅員を有する道路において、防雪対策が必要な区間
・北海道、東北をはじめ、吹雪による視程障害の発生する地域に適用可
・適用文献等は「2005除雪防雪ハンドブック(防雪編) / (社)日本建設機械化協会、(社)雪センター」
「道路吹雪対策マニュアル(平成23年改訂版) / (独)土木研究所 寒地土木研究所」
「道路標識設置基準・同解説 / (社)日本道路協会」

適用上の留意点

・設計風速については、各道路管理者の規定、付近の地形条件、気象条件により決定
・基礎の形式やサイズについては、設計風速および地盤条件により決定
・法面上での高所作業が伴う（足場のスペースを確保し、安全な仮設計画を行うこと）
・位置出しは正確に行うこと
・安全に留意（支柱の重量は200kg越）
・従来の防雪柵と同様の維持管理が必要

適用上の留意点

従来の防雪柵と同様の維持管理が必要

試験施工のみ

適用実績 （導入時期）

・特許登録済（特許第4096077号）

〔吹き止め式防雪柵〕

知的財産権等

〔吹き止め式防雪柵〕

問合せ先 （独）土木研究所 寒地土木研究所
寒地道路研究グループ 雪氷チーム Tel. 011-841-1746

http://www2.ceri.go.jp/jpn/bousai/index.htm
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